
いじめ防止等のための基本方針

秋田県立由利工業高等学校

１ 由利工業高校におけるいじめに関する基本方針
① 「いじめはどの生徒にも、本校でも起こりうる」という共通認識を持つ。

② 「いじめは絶対に許さない」という毅然とした態度で日々の指導にあたる。

③ 「いじめは人権侵害であり、法的にも禁止されている」ことを理解させる。

２ いじめの発見から対応の流れ

いじめ情報をキャッチ 留意事項
○特定の教職員だけで抱え込むことのないよう、学年や学科

○担任・学年主任・管理職等へ報告する。 及び学校全体で組織的に対応する。
○事案の状況により、メンバーを決定し、 ○学校だけでの解決が困難な事案に関しては、教育委員会や
いじめ防止対策委員会を招集する。 警察、地域等の関係機関と連携して対応する。また、生徒

○いじめを受けた生徒、いじめを通報した生徒 の生命、身体又は財産に重大な被害が生じた等の重大事態
を徹底して守る が認められるときは、教育委員会に報告し、指示を受ける。
○巡視等の体制を整備する。 ○発達障害等のある生徒への指導は、特別支援教育委員会と

連携を図り、必要に応じて外部専門家等の協力を得るなど、
当該生徒の特性に応じた対応を図る。

正確な実態把握 指導体制、方針決定 生徒への指導・支援

○事情聴取（加害者、被害者、 ○指導のねらいの明確化 ○いじめを受けた生徒
周囲）をし、記録する。 ○全ての教職員で共通理解 ○いじめを通報した生徒

○対応職員の役割分担 ○いじめた生徒
○関係職員と情報を共有し、正確 ○教育委員会、関係機関と ○周囲の生徒
に把握する。 の連携

○重大事態への対応 保護者との連携
○ひとつの事象にとらわれず、
いじめの全体像の把握をする。 ○いじめを受けた生徒保護者

○いじめた生徒保護者

事後の対応 地域との連携

○継続的な指導・支援 ○市町村
○カウンセラー等の活用で心のケア ○児童相談所
○再発しない学級・学校経営 ○ＳＣ、ＳＳＷ

３ 教育委員会、警察、地域等の関係機関との連携

○学校だけで解決が困難な事案に関しては、教育委員会や警察、地域などの関係機関との連携が不可欠

である。連携を図るためには、管理職や生徒指導担当の教員を中心として、日頃から学校や地域の状

況について情報交換をし、「顔の見える連携」を大切にする。

①重大事態にならないように、教育委員会から指導助言等の必要な支援を求めることも大切である。

②学校で犯罪と認められる事案に関しては、早期に所轄の警察署やスクールサポーター等にに相談し

連携する。生徒の生命・身体の安全が脅かされる場合には、直ちに通報する。

③いじめの背景に、保護者の愛情不足等の家庭の要因が考えられる場合には、ＳＳＷと連携する。



４ 組織的対応の流れ


